
平成３０年度 公益社団法人 日本義肢装具士協会南日本支部研修セミナーのお知らせ 

「先輩のテクニックを盗め！ ～側弯症装具 採型適合編～」 
  

公益社団法人 日本義肢装具士協会  

研修委員会南日本支部 

 

各医療機関における対応で、側弯症装具の採型・適合に携わる際、側弯症装具の知識・経験が乏しく、

自信を持って対応できないのが現状ではないでしょうか？ 

側弯症の歴史は古く、紀元前にまでさかのぼります。16世紀になって鉄製の鎧装具を使用したことが

側弯症装具の始まりであり、19世紀には装具についてさまざまな考案が進められたとされています。し

かしながら進行性で未だ病因自体が明確でなく、特発性、症候性、先天性側彎症など様々な病態と治療

法があり、装具療法も多種多様なのが現状です。また、成長に伴い矯正ポイントを調整していかなけれ

ば症状が悪化しかねないため、フォローアップが非常に大事となる疾患です。そのため義肢装具士とし

て側弯症を理解し、適切な対応が求められます。本セミナーで側弯症の基礎知識及び装具の機能・構造

を学び、その採寸・採型・適合について実技を通して、21世紀の装具療法についての知識と技術を深め、

明日からの臨床で活用可能になることを目的とします。     

  

記 

到達目標 ：  ・側弯症装具の基礎知識について理解することができる。 

・側弯症装具の選定、採型・適合について理解することができる。 

・最新の側弯症装具について理解を深め、今後の臨床に活用することができる。 

 

内  容 ： 「側弯症装具の基礎（仮）」                         

柳田 晴久先生  ：  福岡市立こども病院(Dr)  

「シュノーブレースについて（仮）」        

 冨金原 敦先生  ：  株式会社 バンキフ(PO)  

「プレーリーくんについて (仮)」  

尾﨑 和仁先生  ：  社会福祉法人愛徳福祉会 

大阪発達総合療育センター  

南大阪小児リハビリテーション病院(PO) 

日  時 ：  平成 31年 2月 3日（日）10:00～16:00 （予定） 

 

会  場  ：  熊本総合医療リハビリテーション学院 講堂 

熊本市東区小山 2-25-26  

 

定  員 ：  70名 

参 加 費 ：  正会員・賛助会員・購読会員 ：￥ 6,000 

学生会員          ：￥ 3,000 

非会員           ：￥12,000  

 

締 切 り ：  平成 30年 12月 20日 

以上 

参加ご希望の方は必要事項（会員非会員の別、会員番号、氏名、勤務先、連絡先住所、電話番号、FAX

番号）をご記入の上、FAXまたは E-mailにて下記申込受付先までお送りください。 

 ※FAXでのお申込みの場合、「日本義肢装具士協会 研修セミナーFAX申込書」をご使用ください。 

 

【 申込み受付先 】 

公益社団法人 日本義肢装具士協会 南日本支部事務局   

熊本総合医療リハビリテーション学院 義肢装具学科内     

セミナー幹事：中礼 裕之 

FAX  ： 096-380-0704 

E-mail ： sasakawa@kumareha.ac.jp 
 


